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〔新聞記事〕

朝日新聞:楼蘭を望む街で･1988年7月3日一7月8目･

朝目新聞:楼蘭周辺の自然.1988年10月26目一11月10日.

朝日新聞:私たち白身の手で地球を汚していないか｡1989年

4月25日･

朝目新聞:地球をむしばむ酸性雨･1989年5月29目･

毎目新聞:熱帯雨林で何が起きているか.1989年6月13日一

6月20日.

毎日新聞:記者の目r熱帯雨林並々ならぬ覚悟を｣･1989年7

月14日.

毎日新聞:危機の現場から｡ユ989年7月26目一8月2日｡

新刊のお知らせ

｢石油地質⑧探鉱用語集｣

石油技術協会編

この度石油技術協会より上記の本が出版されました.

大きさはB6版(約18cm×13cm)318ぺ一ジ(約1.9cm)

でカバンのなかに入れても机の上においても場所をと

らたい上に大変使いやすいハソデｰ･タイプです.水

用語集はみかげは小さいにもかかわらず多くの人の

協力と努力によってできあがった価値のある大変パワフ

ルた一冊であります.石油鉱業に関連する人の実用の

書･座右の書としてはもちろんのこと地質学一般に興

味のある人にとっても大変興味ある読み物蕃蒙書と

して役に立つのではたいかと考えられるのでここに紹

介します.本書の主な特徴は以下の通りです.

1)収録した語数は1,552語で堆積学(砕屑岩及び炭酸

塩岩)･貯留岩物性･物理検層･物理探鉱･石油地球化

学･石油地質学･古生物学･地質年代学･鉱物学･岩石

学･リモｰトセンシング･構造地質学･海洋地質学･グ

ロｰバルテクトニクスなどおよそ石油鉱業に関連するあ

らゆる分野の用語が選択･収録されている.

2)上記の専門用語の他に世界の油田(194油田)と堆

積盆地(114盆地)石油探鉱に関連の深い地層や地域な

どを説明する固有名詞の用語が加えられており本書の

一大特徴をなしている.これらの説明にあたっては

本邦の石油鉱業界の経験と知識･情報が大いに活かされ

ているといえる.

3)付録として世界の堆積盆地･油田分布図地質時

代区分表地層対比表堆積環境説明図サイスミック

･ストラティグラフィｰの概念図世界の研究所一覧だ

との図表類がつけ加えられており本文の解説を助ける

のに役立っている.

4)各項目の見出しはすべて英語になっており従って

配列もアルファベット順になっている.これは固有

名詞の項目が多いのと関係しているのであろう.もち

ろん英語の見出Lの後にはその日本語訳がついてい

る1索引もすべて英語で引くようにたっている.索

引には見出しの用語はもちろんのこと各見出しの解

説の中でのみ用いられている用語も載せてあり読者に

とって大変便利たようにたっている.

5)水用語集の執筆は石油開発会杜や研究機関の第一

線で働く若手ないし中堅の技術者と研究者68名による記

名執筆であり特に石油の探鉱に直接タッチしている石

油開発会杜の技術者が多数参加しているのが本書の一

大特徴であるといえる.各項目はやさしくかつ簡潔に

記述されていることから大変読みやすい解説とたって

いる.また更に詳しく知りたいときにはその項目の

執筆者に直接問い合せることもできよう.

本書の価格は一冊2,700円である.購入を希望す

る場合には石油技術協会事務局(〒100東京都千代田区

大手町1-9-4(経団連会館)石油鉱業連盟内,TEL･03-279二

584ユFAX.03-279-584壬)まで必要部数･氏名･送り先

住所を明記のうえはがきでお中し込みください.一

度に5冊以上お申し込みの場合には送料は無料にたる

とのことです(ただL同一グルｰプの場合には1回限り

とのことです).一冊の場合の送料は260円で一冊増

すごとに約50円加算されます.支払いはます.領

本とは別個に送られてくる請求書により銀行振込どたり

収書が必要た場合には振込用紙にその旨を宛名指定

金額とともに明記して欲しいとのことです.更に詳しい

ことがお知りにたりたいときは上記に直接間い合わせ

るとよいでしょう(燃料資源部徳橋秀一).
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